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5月の商店街のイベント
に合わせて、着工前の
空き店舗に遊び場をつ
くって開放。市民向け
ワークショップも開 催
し、場の構想を募った

活動エリア

2025年11月、商店街の空き店舗を利用した拠点「modoki」がオープンした。半年かけて周知イベントを積み上げ、地域の住民でにぎわう

コミュニティ活動助成

一般社団法人 Life is
東京都多摩市

互いにエンパワーメントしあえる多機能型複合施設事業

団体設立経緯
　私たちは「日常生活の景色を多
様にする」をビジョンに、2020年9
月に法人を設立しました。障害の
有無や立場を超えて、同じ地域で
暮らす市民同士として出会い直せ
るまちをつくるにはどうすればよい
か。その問いを起点に、多摩ニュー
タウンエリアを中心に複数の事業
を展開しながら、誰もがまちの中
での暮らしをその時々の自分なり
の姿で楽しめるような関係性を、
市民と共に育んでいます。
　当法人は障害は社会側にあり、
障害を「障がい」と読み替えること
は社会側にあるはずの障害を見え
にくくするものと考え、本稿では「障
害」という表記を使用しています

活動概要と活動対象範囲
　多摩ニュータウンの団地商店
街を拠 点に、「 多 機 能 循 環 の 場 
modoki」の立ち上げを進めていま
す。私設図書館、コミュニティダイ
ニング、セレクトショップ、特定短
期入所施設、休憩の場といった各
機能を組み合わせ、医療的ケア児
者や重症心身障害児者、その家族、
地域住民が自然に交わりながら、
自分の身の回りにあるケアの循環
を自覚的に感じられる場を目指し
ています。本助成は、私設図書館
およびセレクトショップの設営に活
用しています。

活動に至った理由や背景
　重症児者やその家族は医療的ケ
アや重度障害があるがゆえに、社
会と自然に関わる機会が限定的に
なりやすく、地域の中で孤立しが
ちです。その背景には、地域との
接点を持ちにくいという構造的な
課題があります。サービスを整え
ることはもちろん重要ですが、さ
まざまな人たちと出会い関係性を
広げていくことで、育児や介護・
生活の大変さよりも、豊かさや楽
しさに目を向けられる環境をつく
りたいという思いから、本活動に
至りました。

活動内容と成果
① 事業の概要
　本事業では、多摩ニュータウ
ンの団地商店街である諏訪商店
街を拠 点に、「 多 機 能 循 環 の 場 
modoki」の一機能として、私設図
書館とセレクトショップの立ち上げ
を進めました。私設図書館は、重
症児者とそのご家族、地域住民が、
障害の有無や立場・背景を越えて
ゆるやかに交わる場として構想しま
した。セレクトショップは、多摩市
のアーティストが関わった製品や各
地の福祉施設で制作された品々を
取り扱うことで、商品を介して人と
人が出会い直す接点として位置付
けました。
　本年度は、大きく2つの柱をもっ
て活動を進めました。第一に、場
の周知とネットワーキングに取り組
み、コミュニティに深く関わる市民
を増やしていくことです。第二に、
場の整備を進めるとともに、理念
に共感する福祉事業所との接点を
つくり、図書館内にセレクトショッ
プエリアを開設することです。
② 場の周知と通年のネットワーキング
　25年4月から場の構想に着手しま
した。整備にあたっては、同じく多
摩ニュータウンに事務所を構える一
級建築士事務所スタジオメガネと協
働し、図書館が閉じた空間にならず、
商店街の中で自然に気配が感じられ
る場となるよう、空間のあり方を検
討しました。また、地域に長年根差
して活動してきた有限会社もしもし
と共に、場の見せ方や地域へのひら
き方について意見を交わしながら準
備を進めました。
　この過程で、図書館のコンセプ
ト自体も少しずつ変容していきまし
た。当初は「私設図書館」として構
想していましたが、ふらっと立ち
寄って気軽に過ごしてほしいという
願いから、「団地の図書室」という
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【 上の2点 】10月に
開催した、拠点で
使うイスのペイン
トワークショップ。
開設前から、地域
の人が関わるきっ
かけづくりを仕掛
け た　【 左 の2点 】
12月に開設した私
設図書館とセレク
トショップ

地域の実践や暮らしとつながる場
を目指しました。
④ 私設図書館・セレクトショップ
の開設
　10月からはオープンに向けた準
備を本 格 化しました。11月には、
modokiの一部 機能としてナチュ
ラルワインバーが 先行オープン
し、多摩市にゆかりのある方々が
modokiのスタッフとして加わるこ
とになりました。こうした過程を通
して、地域の中での仲間づくりが
形になっていったと感じています。
　12月には、準備を重ねてきた私
設図書館とセレクトショップを開
設しました。日常の中で地域住民
との対話を積み重ねてきたことで、
場のあり方を鑑みながら立ち上げ
ることができました。開設後は地
域住民を中心に来訪があり、図書
室が本を読むためだけの場ではな
く、商店街の中で少し立ち止まり、
誰かと出会ったり、自分なりの時
間を過ごしたりできる場として受け
止められ始めました。「団地の図書
室」というコンセプトが、少しずつ
ですが地域の日常の中に根付き始
めたと感じています。
　図書室とセレクトショップを組み
合わせることで、目的を持って訪れ
る人だけでなく、商店街を歩く中
で偶然立ち寄る人にとっても、福
祉との新たな接点が生まれる構造
をつくることができました。
⑤ 協働メンバーの関わり
　本事業は、多様な主体との協働
によって進めることができました。
スタジオメガネとは、図書館が商
店街の中で自然に開かれた場とな
るよう、建築・空間づくりの専門
的な視点から共に場を設計しまし
た。有限会社もしもしとは、地域へ
の発信や場の見せ方について、長
年の地域活動の経験を基に一緒に
考え、実践しました。多摩市とは多

くの関係課と連携することができ、
商店会とは商店街の中での関係づく
りを一体的に進めました。
　それぞれ異なる立場・専門性・
市民性を持つ主体が関わったこと
で、本事業は一団体のみで完結す
るものではなく、地域の複数の主
体によって共につくられるものとな
りました。こうした重なりそのもの
が、私たちが目指す「関係性を紡
ぎ直す地域づくり」を体現している
と感じています。
⑥ 成果と手応え
　本事業の成果は3点あります。第
一に、市民との対話を通して図書
館を共につくるプロセスを形成し、
運営に関わる市民を生み出す土台
をつくれたことです。第二に、私
設図書館とセレクトショップを、地
域のなかに実際に開設できたこと
です。第三に、複数の福祉施設と
つながるセレクトショップを具体化
し、図書館を通して地域間のつな
がりや新たな関係性の回路をつく
れたことです。さらに、多摩諏訪
名店街に拠点を構えることで、団
地商店街の活性化や、多摩ニュー
タウンの次の50年に向けた地域価
値の向上にも小さく寄与し始めて
いると考えています。

課題と解決方策
　本事業では、施設整備や着工ま
でに想定以上の時間を要し、図書
館とセレクトショップの開設時期が
当初計画より後ろ倒しとなりました。

一方で、その時間があったことで、
地域住民や協力団体、関係者と対
話を重ねながら、場のあり方を丁
寧に考える機会にもなりました。
　運営に深く関わるコアメンバーは
少しずつ増えてきたものの、イベン
トに依存しすぎない日常的な関わ
りの裾野をどう広げていくかは引き
続きの課題です。また、図書館・
セレクトショップが2階にあるため、
移動に不安のある方にとってはアク
セスしづらさも残っています。
　こうした課題に対して、1つの場
所に1つの機能を集約するのではな
く、さまざまな場に多機能が重なり
合う運営のあり方を模索していきた
いと考えています。modoki内の別
の場に図書室やセレクトショップ機
能の一部を置くといった工夫を重ね
ながら、より多くの方が自然に関わ
りやすい環境をつくっていきます。

今後の予定
　2026年度には医療型特定短期
入所と泊まれるまちの休憩所が完
成し、modokiの機能全体が完成
予定です。今後は、私設図書館を
日常的に立ち寄れる場として育て
ながら、短期入所・休憩所・飲食・
セレクトショップなどの各機能との
つながりを深めていきます。イベン
ト開催にとどまらず、障害の有無
や立場、背景を超えて人と人とが
自然に出会い直せる日常生活の拠
点として、諏訪商店街の中で継続
的に場を育てていきます。
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私たちは、どのような状態・背景にある方であっても、地域の中で対等な市民とし
て過ごしていける社会を目指しています。福祉視点でのまちづくりの取り組みを進
め、多様な日常生活の景色を一緒に生み出していければと考えています。

イメージへと育っていきました。目
的を持って訪れる場ではなく、商
店街の日常の流れの中にそっとあ
るような場を、協働メンバーとの対
話を通して形にしていきました。
　5月には、商店街のイベントに
合わせ、スケルトン状態のmodoki
にて市民向けワークショップを実
施しました。着工前のまだ何も手
を加えられていない場において、
modokiの構想を地域の方 と々共有
し、どのような場があるとよいか、
どのような関わり方ができるかを自
由に考える場となりました。参加
者は近隣住民を中心に、地域活動
に関心を持つ方、子育て世代など
多様な顔ぶれが集まりました。単
に活動を説明する場ではなく、参
加者それぞれが「自分はこの場にど
う関われるか」を考えるきっかけと
なったように思います。
　その後は、読書会や映画上映会、
天体観測会などを実施するととも
に、定期的にフリーコーヒーを開
催しました。これらの機会は、場

を共につくる仲間を具体的に見出
していくプロセスでもありました。
地域在住の方を中心に、子育て世
代や若い世代など幅広い層の参加
者が訪れました。こうした時間を
重ねる中で、さまざまな方との出
会いが生まれ、modokiの輪郭が少
しずつ地域に伝わっていきました。
　9月には近隣住民とのヒアリング
会を実施し、地域の方々が場に何
を求めているか、どのように関わ
りたいかを聞き取りました。長年
この商店街で暮らしてきた方から
近年転入してきた子育て世代まで、
多様な住民の声に耳を傾けました。
こうした積み重ねが、地域の中で
場を共につくる土台となりました。
③ 福祉事業所との連携づくり
　5月から各地域の情報収集を開
始し、理念に共感しうる福祉事業
所や、ものづくり・商品販売などを
通して地域との接点をつくっている
実践について調査しました。セレ
クトショップは単なる物販スペース
ではなく、各地の福祉実践やそこ

にある暮らし・価値観に触れられ
る接点として位置付けていたため、
商品の選定だけでなく、どのよう
な関係性の中で商品を並べるかを
大切にしました。各施設の担当者
と具体的な情報交換を重ねていく
過程で、理念に共感する福祉事業
所とのネットワークが広がり、新潟
県や佐賀県、大阪府など日本各地
の福祉施設とつながることができ
ました。
　このセレクトショップの構想に
は、「素敵だと感じて手に取ったも
のが、たまたま福祉事業所の背景
を持つ商品だった」という体験を通
じて、矮小化された福祉から本来
の形─道行くすべての人の幸せを
考える福祉─への変容につなげた
いという意図があります。「障害者
─健常者」という画一的かつ一方
的な関係性を問い直し、商品を介
して人と人が出会い直していくこと
を大切にしていくとともに、複数
地域の福祉施設とつながることで、
多摩ニュータウンにいながら、他


